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一般会計予算とは、町税や国庫・県支出金などの収入をもとに、教育・福祉や道路・公園の整
備など、主に基本的な行政サービスを行う会計の予算。

Ｒ
６
一
般
・
特
別
会
計
予
算

「住みよい町」� 6億6,428万円

特別会計予算

公営企業会計予算

7億1,505万７千円 9,583万1千円

3億866万3千円

○空き家対策総合支援事業
○雪寒建設機械購入
○消防出張所・分遣所庁舎整備事業負担金
　（広域圏組合）など� 264,44万1千万円

国民健康保険制度は、 他の医療保険制
度（被用者保険、 後期高齢者医療制
度）に加入されていない全ての住民を対象
とした医療保険制度

75歳（寝たきり等の場合は65歳）
以上の方が加入する独立した医療制
度。対象となる高齢者は個人単位で
保険料を支払う。

計画給水人口が100人を超えるものを水道としており、
そのうち給水人口が5,000人以下である水道

生活環境

◆国民健康保険 ◆後期高齢者医療

◆簡易水道事業

3,891万4千円
農業集落におけるし尿、 生活雑排水などの汚水等を
処理する施設の整備により、 農業用用排水の水質の
汚濁を防止し、農村地域の健全な水循環に貢献する。

◆農業集落排水事業

9億1,330万5千円
高齢者の介護を
社会全体で支え合う仕組み

◆介護保険

特別会計予算とは、特定の収入をもとに、特定の事業を行う会計の予算。
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令和６年度　一般会計
1億700万円増の48億6,300万円

Ｒ
６
一
般
・
特
別
会
計
予
算

「豊かな心を育む」� 1億8,509万円

「健やかな暮らし」� 2億3,821万円

「町づくり人づくり」� 1,695万円

「賑わいと産業の創出」�3億7,325万円

○子宝祝金� 第１子10万、 ２子20万、 ３子以降30万円
○出産・子育て応援交付事業� 各妊婦・子供／５万円
○結婚新生活支援事業� 夫婦 ※（40歳未満）／ 30〜60万円
○学校給食費補助事業 など

○各種予防接種費用の負担軽減
○不妊治療助成金� ※１人／上限20万円
○緊急風しん抗体検査� 全額公費
○高齢者タクシー助成 など� 1人／ 1.2万円

○地域おこし協力隊事業
○未来創生ふるさとまちづくり支援事業 など

○結婚祝金事業� １組／商品券10万円
○新しい農の販路開拓支援事業� 170万円
○住宅取得支援事業� ※１戸／最大230万円
○湯野上温泉駅前環境整備事業 など

教育文化

健康福祉

協働推進

活力創造

重点事業

※詳しい内容は各課へお問い合わせください
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人
件
費
は
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の

か
？
赤
字
企
業
が
人
件
費
ア
ッ

プ
は
普
通
の
民
間
企
業
か
ら
す

る
と
あ
り
え
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
抑
制
し
て
い

た
が
、
通
常
営
業
に
戻
れ
ば
賃

金
は
上
が
る
。

在
京
下
郷
の
集
い
の
予
算
は
ま

た
同
じ
内
容
で
計
上
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
の
み
な
の
で
新
し

い
企
画
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
？

会
員
が
高
齢
化
し
て
い
る
た

め
、
ま
ず
は
若
年
層
の
会
員
増

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
比
較
検
討
は
し
た

の
か
。

現
状
の
路
線
バ
ス
を
維
持
し
つ

つ
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
用
は

検
討
中
で
あ
る
。

隊
員
は
役
場
に
限
ら
ず
外
部
組

織
で
も
活
動
で
き
る
の
か
？

今
後
は
役
場
だ
け
で
な
く
、
観

光
協
会
や
商
工
会
で
も
活
動
で

き
る
人
材
を
募
集
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
経
費
に

係
る
特
別
交
付
税
措
置
は
あ
る

か
?

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
は
満
額
が
特

別
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

■
指
定
管
理
施
設

■
在
京
下
郷
の
集
い

■
生
活
バ
ス
路
線
の

�

確
保
事
業

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊

営
業
中
止
に
な
っ
た
中
山
花
の

郷
公
園
の
今
後
の
利
用
方
針

は
？

観
光
公
社
と
協
議
し
皆
様
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

※
指
定
管
理
と
は

公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
た

め
に
、
営
利
企
業
・
財
団
法
人
・

N
P
O
法
人
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

予
算
特
別
委
員
会

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

を
実
施
し
て
い
る
地
区
数
と
、

事
務
的
な
負
担
が
大
き
い
地
区

の
実
態
は
?

事
務
作
業
が
大
変
な
た
め
に
5

年
終
了
時
に
辞
め
た
い
と
い
う

地
区
も
あ
り
、
事
務
局
を
委
託

で
き
る
団
体
を
探
し
て
い
る
状

況
。

■
多
面
的
機
能

�

支
払
交
付
金
事
業

2645万7千円

98万3000円

3792万7千円1189万1千円

1884万4千円

大
手
へ
売
り
込
む
な
ど
今
後
の

展
開
案
は
?

大
手
へ
の
販
路
拡
大
は
、
ま
と

ま
っ
た
数
量
の
確
保
が
難
し
い

た
め
現
状
で
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
の
で
、
贈
答
品
の
上
限
個

数
を
減
ら
す
予
定
で
あ
る
。

放
課
後
子
供
教
室
事
業
の
補
助

金
額
が
3
7
1
万
円
の
根
拠
は

?補
助
金
に
は
上
限
額
が
あ
り
、

そ
の
上
限
に
従
っ
て
3
分
の
1

の
補
助
金
と
な
っ
て
い
る
。

■
農
の
販
路
開
拓

�

支
援
事
業

■
放
課
後
子
供
教
室

221万円992万1千円

新
年
度
予
算
案
を
特
別
委
員
会
で
見
極
め
る

一
般
会
計
予
算
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低
所
得
者
保
険
軽
減
の
経
歴
の

対
象
人
数
に
つ
い
て
今
年
度
の

人
数
は
？

令
和
５
年
２
月
１
日
現
在
の

人
数
は
、
第
１
段
階
が
３
５
３

名
、
第
2
段
階
が
３
０
５
名
、

第
３
段
階
が
２
１
１
名
。

簡
易
水
道
事
業
の
減
価
償
却
の

対
象
と
な
る
主
な
機
械
や
設
備

は
何
か
？

昭
和
60
年
か
ら
令
和
5
年
度

ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
た
管

路
、
建
物
、
減
圧
弁
な
ど
の
施

設
が
対
象
と
な
る
。

簡
易
水
道
の
年
間
配
水
量
の
減

少
は
危
険
な
水
準
に
達
し
て
い

る
の
か
？

漏
水
調
査
と
修
繕
を
進
め
た
結

果
、
年
間
配
水
量
は
減
少
し
て

い
る
が
、
一
方
で
水
源
の
水
量

も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
今

後
水
不
足
が
予
想
さ
れ
る
た
め

プ
ー
ル
の
使
用
が
で
き
な
く
な

る
学
校
も
あ
り
、
対
策
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

■
低
所
得
者
保
険

�

軽
減
の
負
担
金

■
簡
易
水
道
事
業

予
算
特
別
委
員
会

849万4千円

3億866万3千円

特
別
会
計
予
算

◦各予算案について質疑応答と採決が行われ、全ての予算案が原案通り可決
◦簡易水道事業会計については、水源の減少と漏水対策の必要性が指摘され、今後

の対応が課題

3/6·7 予算特別委員会

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
内

容
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

委
託
理
由
は
？

こ
の
事
業
は
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地

域
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
不
足
サ

ー
ビ
ス
の
資
源
開
発
、
関
係
者

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
を
行
う
た
め
に
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。

■
生
活
支
援
体
制

�

整
備
事
業

655万円

湯野上配水池
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審議

▼歳入
南会津地方環境衛生組合施設整
備事業にかかる過疎対策事業債 5719万円

３月会議提出議案 結 果
・下郷町野外活動施設等の指定管理者の指定について 可

・下郷町観光案内施設の指定管理者の指定について 可

・下郷町（桑取火）簡易給水施設の指定管理者の指定について 可

・下郷町（戸石）簡易給水施設の指定管理者の指定について 可

・下郷町（大倉）簡易給水施設の指定管理者の指定について 可

・下郷町（枝松）簡易給水施設の指定管理者の指定について 可

・下郷町（大沢）簡易給水施設の指定管理者の指定について 可

・下郷町（赤土）簡易給水施設の指定管理者の指定について 可

・下郷町林業集落排水施設の指定管理者の指定について 可

・道の駅しもごうの指定管理者の指定について 可

・町道の路線廃止について 可

・除雪車購入契約について 可

▲歳出
デジタル手続法に基づく戸籍システ
ム改修要するに要する経費 200万円

大松川地区土地改良事業にかか
る相続財産管理人の選任申立に
係る経費

2800万円

定期人事異動に伴う人件費の補正 780万円

補
正
予
算
議
案
審
議

30,005万円を追加補正

一般会計補正予算（３月補正）の主なもの

湯
田　

嘉
朗

住
所

：

下
郷
町
大
字
豊
成
字
倉

�

２
３
８
番
地

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

陳
情
者　

下
郷
町
大
字
豊
成
字
林
中

�

６
０
９
０
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
山　

正
己

　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
結
果　

採
択

佐
藤　

守
孝

住
所

：

下
郷
町
大
字
澳
田
字
居
平

�

2
5
3
番
地

教
育
長
の
選
任

人
権
擁
護
委
員

陳
情
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議案

補
正
予
算
議
案
審
議

○中小企業の経営安定化を図るため、 町が利子補給を行う基金の設置が提案された。
○介護保険料の所得段階の多段階化と介護保険事業計画の見直しに伴う介護保険料の設定が

行われた。 �
○公の施設の指定管理者について現在の事業者に指定することが決定した。

国
の
補
給
制
度
が
終
了
し
た
後

の
利
子
補
給
を
町
が
ど
の
く
ら

い
の
期
間
行
う
予
定
か
?

町
で
は
一
旦
8
0
0
万
円
を
基

金
に
積
み
立
て
、
令
和
5
年
度

か
ら
9
年
度
ま
で
の
5
年
間
で

7
0
0
万
円
を
繰
り
入
れ
、
残

り
1
0
0
万
円
を
10
年
度
に
回

す
予
定
で
あ
る
。

■
下
郷
町
協
同
組
合
資
金

�

融
資
利
子
等
補
給
基
金

観
光
公
社
で
職
員
の
不
祥
事
が

あ
っ
た
の
か
?
理
事
長
は
外
部

の
経
験
者
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
?

不
祥
事
の
内
容
は
公
表
を
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

理
事
長
に
つ
い
て
は
今
後
の
人

事
を
検
討
中
で
あ
る
。

大
内
宿
観
光
案
内
施
設
の
駐
車

場
は
指
定
管
理
に
な
っ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
？

土
地
の
賃
貸
借
契
約
の
中
で
、

地
区
が
管
理
運
営
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

■
指
定
管
理
施
設

■
大
内
宿
駐
車
場

林
業
集
落
排
水
施
設
は
委
託
料

が
発
生
し
て
い
な
い
が
、
農
業

集
落
排
水
施
設
は
町
の
企
業
会

計
で
運
営
し
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
?

排
水
施
設
は
規
模
が
小
さ
く
、

地
区
で
利
用
料
で
運
営
で
き
る

が
、
農
業
集
落
排
水
施
設
は
規

模
が
大
き
い
た
め
町
で
管
理
運

営
費
を
負
担
し
て
い
る
。

施
設
が
故
障
し
た
場
合
、
町
は

補
助
金
を
出
し
て
修
理
す
る
の

か
?

大
規
模
な
場
合
は
地
区
と
町
で

相
談
の
上
、
対
応
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

■
林
業
集
落
排
水

�

簡
易
水
道
事
業

3,891万4,000円

指
定
管
理
施
設
の
契
約
は
5
年

間
だ
が
、
収
益
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
事
業
計
画
書
は
審
議
さ
れ
た

の
か
?

各
施
設
か
ら
計
画
書
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
審
議
会
で
協
議
し

採
点
し
て
適
切
か
ど
う
か
を
判

断
し
た
。

そ
の
事
業
計
画
書
は
議
会
に
提

出
で
き
な
い
の
か
?
一
般
競
争

入
札
で
他
社
に
営
業
を
募
ら
な

い
の
は
な
ぜ
か
?

■
指
定
管
理
施
設

2,645万7,000円

※
農
業
・
林
業
集
落
排
水

ど
ち
ら
も
農
業
・
林
業
・
漁
業
集
落

地
域
な
ど
の
汚
水
を
処
理
し
て
公
共

用
水
域
に
放
流
す
る
施
設
で
す
。

公
募
は
行
わ
ず
、
現
在
の
事
業

者
に
指
定
す
る
こ
と
が
適
切
と

判
断
し
た
。
公
募
は
行
わ
ず
、

現
在
の
事
業
者
に
指
定
す
る
こ

と
が
適
切
と
判
断
し
た
。
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議
員
提
出
議
案

人口減少に伴い議員定数の削減を検討する動きがある。 これらを鑑み
他自治体に先駆け議員定数を「10人」とするべく議案を提案する

質疑

反対討論

採決

佐藤
盛男

湯田
純朗

玉川
邦夫

以前、 特別委員会で再度議論が行われました。 議員の意見では、 現在の常任委員会組織と議員数
の維持が必要であり、議員定数の変更については慎重に検討すべきという意見が多数でした。 議員のア
ンケートでも定数維持に賛成の回答が過半数を超えており、 議会基本条例の再確認も行われた。

提案の意図を理解しているが、 現在この問題に取り組むべき時期ではないと考える。 過去の定数削減
の経験から、 特別委員会を設置し、 十分な議論を経て全会一致で決定するプロセスが必要だ。 定数
削減には反対ではないが、 新しい議員が選出された後に特別委員会を設置し、 議論を行うべきだ。 時
期尚早であり、 より検討すべきである。

賛成：湯田純朗
反対：星和志、小椋淑孝、佐藤勤、星昌彦、山名田久美子、玉川邦夫、佐藤盛雄、星能哲、
　　　湯田健二、 星輝夫
結果：反対多数のため否決

湯田
健二

町民の声、 有識者の声を相当聞いてもっと煮詰めるべきではないか。 新しい議員が誕生するのでその中
で話し合った方がいいのでは。 いずれは10人になると思うが、 今のところは時期尚早ではないか。

星
和志

施行が４月１日からということは、 来期の改選から10人になるということなので、 あと４年検討する時期
があるのに、 なぜ今なのかということをお聞きしたい。

湯田
純朗

議会改革副委員長が、 通年議会になる議会改革の中で、 議員活動が忙しくなるから減らさないと言っ
ていた。 議員活動と定数は全然違う。 そういうことを踏まえて10人である。

星
和志

質を考えてからの数である。 あと４年あるならば次の新しい人達でもう一度その話を検討されたほうが建
設的であり、 責任ある定数削減につながるのではないか。

議会改革委員会が議会定数の削減を拒否し、 その決定が次の選挙まで持ち越されることに反対の立
場を示した。 近隣町村も議員数を減らす計画である。 次の選挙まで待つことが現実的ではない。 減ら
すことで歳費を抑え、 町民のために貢献することが必要だ。 自身は議会改革を早期に実現させたいと考
えており、 選挙への影響を避けるために4月以降からの選挙を提案した。

下郷町議会議員定数条例の一部を
改正する条例の設定について

（提出者 湯田純朗）
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一
般
質
問

一般質問
３月定例会では、 ３人の議員が５件の一般質問を
行い、 活発な議論を展開しました。
７ページより、 質問した順に代表する質問の質疑応
答を要約してお知らせします。

“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、町長などに
所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

星　　輝夫
●下郷町新春年始会の中止理由

●少子化に伴う小学校の統廃合問題

●会津縦貫南道路開通前の景観改善

P ９

P10

P11

玉川　邦夫
●こどもや若者の意見を施策に反映するために

星　　和志
●町民への投資・挑戦

0909



一
般
質
問

令
和
６
年
度
の
下
郷
新
春

年
始
会
を
中
止
し
た
理
由

は
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

拡
大
を
考
慮
し
、
町
民
の
健
康
を

守
る
た
め
中
止
を
判
断
し
た
。

新
春
年
始
会
の
中
止
に
つ

い
て
、
発
起
団
体
と
協
議

し
た
の
か
？

12
月
４
日
付
で
中
止
す
る

旨
の
文
書
を
送
付
し
、
承

諾
を
得
た
と
考
え
て
い
る
。

令
和
７
年
度
の
新
春
年
始

会
は
開
催
す
る
の
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
状
況
次
第

で
、
開
催
を
検
討
す
る
。

星　輝夫　議員
teruo��hoshi

質問

質
問

答
弁

答弁

下郷町新春年始会の中止理由

少
子
化
に
伴
う

小
学
校
の
統
廃
合
問
題

よ
り
良
い
教
育
環
境
の

　

あ
り
方
を
検
討
す
る

新型コロナウイルスとインフルエンザの
　　　　　　　　　感染拡大を考慮

少
子
化
に
伴
う
小
学
校
の

統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
？

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ

り
複
式
学
級
が
増
え
、
学

校
の
小
規
模
化
が
進
む
と
推
測
さ

れ
る
。

　

地
域
と
連
携
し
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
と
統
廃

合
問
題
に
つ
い
て
議
論
し

た
こ
と
が
あ
る
か
？

教
育
懇
談
会
や
コ
ミ
ュ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
で

意
見
を
聞
い
て
お
り
、
今
後
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
。

観
光
の
町
下
郷
の
イ
メ
ー

ジ
悪
化
に
繋
が
る
湯
野
上

の
廃
墟
に
つ
い
て
会
津
縦
貫
南
道

路
開
通
前
の
景
観
改
善
に
つ
い

て
、
国
交
省
と
協
議
し
た
こ
と
が

あ
る
か
？廃

墟
と
な
っ
て
い
る
旧
湯

野
上
観
光
ホ
テ
ル
に
つ
い

て
文
書
で
の
確
認
は
で
き
て
い
な

い
。
個
人
所
有
の
建
物
な
の
で
、

町
が
単
独
で
解
体
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。国

の
災
害
廃
棄
物
処
理
事

業
活
用
す
べ
き
で
は
？

空
家
等
対
策
特
別
措
置
法

の
施
行
に
よ
り
全
国
の
自

治
体
で
所
有
者
に
代
わ
っ
て
取
り

組
む
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、

費
用
は
義
務
者
か
ら
徴
収
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
そ
れ
が
で

き
な
い
。

　

専
門
的
な
方
と
協
議
し
、
指
導

し
て
も
ら
い
な
が
ら
結
論
を
出
し

て
い
く
。
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一
般
質
問

玉川　邦夫　議員
kunio��tamakawa

質問

答弁

こどもや若者の意見を
　　　　　　　施策に反映するために

座談会や移動町長室　
　　　　　　　等を計画している

こ
の
基
本
法
を
町
長
は
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
書
簡
か
ら
執
行
部
は
、
ど
の

よ
う
な
検
討
を
さ
れ
て
い
く
の
か
。

子
供
に
関
す
る
施
策
は
重

要
と
捉
え
、
こ
ど
も
基
本

法
の
理
念
に
基
づ
き
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
総
合
計
画

で
上
げ
た
施
策
を
着
実
に
実
施
し

て
い
く
。県

内
の
小
学
校
で
子
ど
も

議
会
が
行
政
を
動
か
し
、

６
年
越
し
で
公
園
整
備
事
業
が
実

現
し
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
下
郷
中
三
年
生
の
総
合
学

習
で
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
町
づ

く
り
に
つ
い
て
討
論
を
重
ね
て
き

た
。
そ
し
て
、
実
際
に
手
作
り
カ

フ
ェ
を
旧
大
松
川
分
校
に
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
話
題
を
町

長
は
耳
に
さ
れ
ま
し
た
か
。
子
ど

も
・
若
者
の
意
見
を
政
策
に
ど
う

反
映
さ
せ
て
や
る
か
、
基
本
法
の

趣
旨
は
そ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
町
長
の
お
考
え
を
再
度
伺
い

ま
す
。

そ
う
し
た
生
徒
た
ち
の
活

動
や
生
の
声
を
議
員
だ
け

で
留
め
て
置
か
な
い
で
、
是
非
、

行
政
側
に
も
届
け
て
頂
き
た
い
。

執
行
部
と
議
会
が
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
い
く
町
づ
く
り
こ
そ
が
重

要
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
若
者
世
代

の
声
が
政
策
に
反
映
さ
れ

た
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
子
ど

も
・
若
者
議
会
」
等
の
推
進
を
提

案
し
た
い
。

私
も
常
々
、
そ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

考
え
て
い
る
。

　

６
年
度
は
「
移
動
町
長
室
」
な

ど
を
設
け
て
、
子
ど
も
た
ち
と
直

接
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
構
想
を
持
っ
て
い
る
。

過
去
に
各
行
政
区
を
回
っ

て
「
町
長
と
の
座
談
会
」

を
実
施
し
た
が
、
一
回
で
終
わ
っ

た
よ
う
だ
。
今
後
、
続
け
る
考
え

は
あ
る
か
。

話
し
合
い
の
内
容
を
事
前

に
示
す
な
ど
座
談
会
に
関

心
を
持
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
。
議
会
基
本
条
例
に
あ
る

「
一
般
会
議
」
制
度
も
活
用
し
て

頂
き
、
町
民
と
の
話
し
合
い
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
。

　

町
政
を
担
う
者
と
し
て
、
町
民

か
ら
の
小
さ
な
つ
ぶ
や
き
を
常
に

大
切
に
取
り
上
げ
、
可
能
な
限
り

施
策
の
中
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

今
後
も
そ
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

　
「
こ
ど
も
・
若
者
が
本
音
で
意

見
を
言
え
る
場
を
つ
く
り
、
施
策

に
反
映
す
る
」「
こ
ど
も
施
策
の

実
施
に
中
心
的
な
地
方
公
共
団

体
が
し
っ
か
り
取
組
む
」
と
い
う

「
子
ど
も
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ

た
。

　

ま
た
「
こ
ど
も
や
若
者
、
子
育

て
当
事
者
等
の
意
見
を
聴
き
、
政

策
に
反
映
さ
せ
る
取
組
を
積
極
的

に
進
め
て
頂
き
た
い
」
と
の
加
藤

大
臣
の
書
簡
が
出
さ
れ
た
。

旧
大
松
川
分
校
を
活
用
し
て
、

田
舎
カ
フ
ェ
で
町
お
こ
し
に
挑
戦

す
る
下
郷
中
の
三
年
生

〈
私
た
ち
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
〉
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一
般
質
問

町
民
全
体
で
の
ま
ち
作
り

の
一
環
と
し
て
、
様
々
な

方
か
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
を

募
集
し
、
そ
の
費
用
を
補
助
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
が
で
き
れ
ば
、

ま
ち
の
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は

と
考
え
た
。

令
和
3
年
度
か
ら
、
未
来

創
生
ふ
る
さ
と
ま
ち
作
り

支
援
事
業
を
創
設
し
、
地
域
住

民
か
ら
自
ら
の
地
域
の
未
来
を
考

え
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
実
施
す

る
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
し
て
る
。

　

県
で
も
地
域
創
生
総
合
支
援
事

業
を
継
続
し
て
お
り
、
N
P
O
等

の
民
間
団
体
が
実
施
す
る
先
駆
的

な
広
域
的
な
事
業
や
、
集
落
等
の

活
性
化
事
業
、
収
益
事
業
の
実
施

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

施
策
を
町
民
に
託
す
選
択

も
一
つ
。
こ
の
施
策
に
対

す
る
意
見
と
、
町
長
の
考
え
る
、

実
現
可
能
で
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
る
施
策
を
伺
う
。

行
政
が
税
金
を
投
入
し
て

補
助
支
援
を
す
る
に
は
、

事
業
の
採
算
性
、
広
域
性
、
公
共

星　和志　議員
kazushi��hoshi

質問

答弁

町民への投資・挑戦

若者提案を積極的に受け入れる

性
、
持
続
可
能
な
継
続
性
が
重
要

募
集
型
事
業
と
し
て
も
う

既
に
県
で
は
サ
ポ
ー
ト
事

業
が
あ
る
と
あ
っ
た
が
、
県
や
国

の
施
策
だ
と
規
模
が
大
き
か
っ
た

り
し
て
、
挑
戦
す
る
人
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
。

町
と
し
て
も
個
人
レ
ベ
ル

を
助
成
し
、
挑
戦
を
可
能

に
し
て
失
敗
を
繰
り
返
さ
せ
な
が

ら
成
長
さ
せ
、
そ
の
後
県
の
サ
ポ

ー
ト
事
業
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な

チャレンジ企画サイクル

実施
されることに
より町民
自らの体験・経験
地元への愛着
地元民と連携

運用状況の把握
データ回収

効果検証・分析

改善計画策定
次年度以降の
町施策に反映

町民からの
施策提案公募

町
民
の
意
見
を
全
て
網
羅

す
る
の
は
難
し
い
が
、
数

多
く
の
挑
戦
を
行
い
、
デ
ー
タ
を

収
集
し
て
効
果
検
証
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
作
り
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

数
打
て
ば
デ

ー
タ
が
得
ら

れ
効
果
検
証
し
て
、

収
益
や
デ
ー
タ
が
取

れ
る
の
で
、
そ
れ
が

ま
た
行
政
の
施
策
作

り
に
反
映
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

表 彰表 彰

下郷大橋開通式下郷大橋開通式

　去る４月24日、 南会津地方
町村議長会総会の席上におい
て、 小玉智和前議長に対し、 福
島県町村議会議長会より、感謝
状が贈呈されました。
　令和５年６月から令和６年３
月までの間、 福島県町村議会副
会長として会務の運営に専心努
力された功績によるものです。

▲開通式の様子
令和６年３月３日（日）
平成14年から延長約1.5㎞の整備を進めてきました『国道118号小沼崎バイ
パス』が会津縦貫南道路として最初の開通区間となりました。
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議会議会構成構成

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
議
長
の
要
職
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
自
ら
浅
学
菲
才
を
省
み
て
、
そ
の
重
大
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
下
郷
町
は
、
事
業
着
手
と
な
っ
て
い
る
会
津
縦
貫
南
道
路
と
、
国

道
２
８
９
号
が
交
差
す
る
起
点
と
な
る
町
で
あ
り
、
現
在
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
只
見
町
か
ら
新
潟
県
三
条
市
ま
で
の
国
道
２
８
９
号
が
開
通
と

な
れ
ば
、
よ
り
有
利
な
条
件
が
備
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
は
「
未
来
創
生
交
流
の
ま
ち　

下
郷
」
を
将

来
像
と
し
て
掲
げ
る
第
６
次
町
総
合
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
計

画
で
の
「
豊
か
な
心
を
育
む
」「
に
ぎ
わ
い
と
産
業
の
創
出
」「
健
や
か
な

暮
ら
し
」「
住
み
よ
い
ま
ち
」「
ま
ち
づ
く
り
人
づ
く
り
」
の
基
本
目
標
に

基
づ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
若
者
の
流
出
を
食
い
止
め
る
と
と

も
に
、
地
場
産
業
の
振
興
や
企
業
支
援
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
雇
用
を

増
や
す
取
り
組
み
な
ど
を
推
進
し
、
さ
ら
に
は
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
し
て
円
滑
な
議
会
運
営

を
心
が
け
、
下
郷
町
発
展
の
た
め
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

下
郷
町
議
会
議
長　

湯
田　

健
二　

議 長 湯 田 健 二副議長 星　 能 哲
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

南会津地方広域市町村圏組合議会議員南会津地方広域市町村圏組合議会議員 南会津地方環境衛生組合議会議員南会津地方環境衛生組合議会議員

湯田健二　星昌彦　山名田久美子 湯田健二　小玉智和　星邦一　大竹浩治

下郷町公有財産審議会委員下郷町公有財産審議会委員

星昌彦　星和志　猪股謙喜　渡部哲

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

委 員 長　湯田　純朗
副委員長　星　　昌彦
委　　員　佐藤　　勤
委　　員　小玉　智和
委　　員　星　　和志
委　　員　湯田　健二

産業厚生常任委員会産業厚生常任委員会

委 員 長　山名田久美子
副委員長　猪股　謙喜
委　　員　渡部　　哲
委　　員　星　　邦一
委　　員　大竹　浩治
委　　員　星　　能哲

広報常任委員会広報常任委員会

委 員 長　星　　和志
副委員長　大竹　浩治
委　　員　湯田　純朗
委　　員　猪股　謙喜
委　　員　星　　昌彦
委　　員　渡部　　哲
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議会だより ギャラリー
各学校の卒業式の様子

旭田小学校

楢原小学校

江川小学校

下郷中学校

議会とまちのうごきを議会とまちのうごきを
写真でレポート写真でレポート

編
集
後
記

　

厳
し
い
冬
が
終
わ
り
念
願
の
春
が
き

ま
し
た
。
月
々
の
負
担
は
増
え
生
活
は

き
び
し
い
ま
ま
で
す
が
、
私
た
ち
の
住

む
こ
の
中
山
間
地
域
は
自
然
に
恵
ま
れ
、

考
え
方
や
行
動
の
仕
方
次
第
で
は
物
質

的
生
活
に
比
べ
る
と
時
の
流
れ
や
人
の

営
み
は
多
様
で
非
常
に
豊
か
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
ま
わ
り
に
流
さ
れ
ず
自
分

の
ペ
ー
ス
で
生
活
し
て
い
け
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
に

感
謝
し
ま
す
。

�

（
星　

和
志
）

議会広報常任委員会
委 員 長　　星　　　和　志
副委員長　　大　竹　浩　治
委　　員　　猪　股　謙　喜
委　　員　　湯　田　純　朗
委　　員　　星　　　昌　彦
委　　員　　渡　部　　　哲


